
平成 26 年度  基本目標 5－主要施策(8)人材の確保と育成 

主要施策(8)-1 

施策評価調書（主要施策別）                  様式１ 

基本目標 安定した経営を持続できる水道 整理番号 ５－（８） 

主要施策 人材の確保と育成 施策主務課 総務企画課 

施策の趣旨 

人材面から経営基盤の強化を図るため、計画的な採用を進めるとともに、職員一人ひとりが  

企業人としての自覚をもち、水道事業の遂行に必要な知識と能力を十分に習得できるよう、研修

等の機会を通じて人材の育成を進めていきます。 

 
Ⅰ 施策を達成するための主な取組と達成状況 

取 

組 

① 

計画的な人材確保 担当課 総務企画課 

（取組の概要） 

県内水道の中核にふさわしい経営基盤を確保し、安全で良質なおいしい水を将来にわたってお客様に

供給していくためには、適正な規模の人員・組織体制を確保しておくことが重要です。責任ある事業  

執行体制の確保に十分配慮しながら民間委託拡大の可能性を検討するとともに、事業運営に必要な職員

数を見極め、民間企業経験者も含めた新規採用等を進めていきます。 
（当年度取組計画の概要） 

団塊世代の大量退職を踏まえ、業務執行体制に配意しつつ民間への業務委託拡大の可能性を検討する

とともに、各所属での必要人数を見極めたうえで、職員の再任用や新規採用を行うとともに、職員の年

齢構成のバランスを考慮し、知事部局との積極的な人材交流や民間企業経験者採用を行います。 

当初予算額  ０千円 、 決算（見込）額  ６０５千円 

達成指標 新規採用職員確保率 （新規採用職員／職員数） 
内部評価 

ａ：達成している 

ｂ：概ね達成している 

ｃ：未達成だが進展している 

ｄ：進展していない 

達成目標 ５．０％ 

達成実績 ７．８％（６９／８８０人） 
前年度評価 ａ 

（評価結果の説明・分析） 

市川水道事務所の窓口収納委託を実施するなど、効率的な経営を推進しましたが、職員の大量退職が続

いており、新規採用職員を確保する必要が生じています。このため、中級・土木職と初級・機械職の採用

試験を再開し、採用枠を拡大したほか、新たに作成した局独自の採用パンフレットを活用した県内外の高

校への訪問及び資料送付による周知活動やインターンシップの実施、転職サイトの活用など、新規採用職

員の確保に努め、達成目標を超える実績となりました。 

また、職員の年齢構成のバランスに配慮し、土木職・電気職の民間企業経験者採用等を行いました。 

 
  



平成 26 年度  基本目標 5－主要施策(8)人材の確保と育成 

主要施策(8)-2 

 

取 

組 

② 

職員の育成と能力開発 担当課 総務企画課 

（取組の概要） 

水道を取り巻く厳しい経営環境の中で、職員一人ひとりが自らの果たすべき役割と責任を自覚し、  

安全で良質なおいしい水を将来にわたってお客様に供給していくためには、企業職員にふさわしい人材

を育て上げ、併せて、職務の遂行に必要な能力を開発していくことが重要です。 
そのため、職員研修においては、役職や担当業務ごとに研修を実施し、人材の育成と能力開発を効果

的に行うとともに、外部機関の主催する研修等への参加など、職員自身による意欲的な取組についても

積極的に支援していきます。 
（当年度取組計画の概要） 

企業職員として求められている能力の向上を図り、かつ、こうした能力を適切に発揮できるよう、  

職層ごとに必要な研修を水道局が主催して実施します。 

・ 管理者研修（主幹級以上の職員） 

   管理職職員に必要な課題について、知識の習得及び能力の向上を図ります。 

・ 一般職員研修（副主幹級以下の職員） 

   一般職員に必要な課題について、知識の習得及び能力の向上を図ります。 

・ 初任者研修（新規採用職員及び新規出向採用職員（主査以下）） 

   新たに水道局勤務となった職員に対し、水道の仕組みや水道事業に関する基礎的な知識や技術、 

関連法規等の研修を行います。 

・ 若手職員研修（新規採用職員等） 

   先輩職員を交えたディスカッション等により、人的交流や情報交換を図ります。 

また、局が主催する研修以外に、別途知事部局での研修や外部研修に参加します。 

ＯＪＴ（職場内研修）の有効な推進に向けて、ＯＪＴ基本計画に基づくＯＪＴを実施します。 

当初予算額  １，４７４千円 、 決算額  １，４２９千円 

達成指標 
職員（再任用職員を除く）のうち当該年度に研修を受講した職員の

割合 

内部評価 

ａ：達成している 

ｂ：概ね達成している 

ｃ：未達成だが進展している 

ｄ：進展していない 

達成目標 ２５％ 

達成実績 ２９．７％ (２０２／６８０人(再任用職員を除く)) 
前年度評価 ａ 

（評価結果の説明・分析） 

当年度の水道局主催の研修は管理者研修 1 回、一般職員研修 2 回、初任者研修 1 回、若手職員研修 1 回

開催したほか、全職員を受講対象とするコンプライアンス研修も開催しました。 

このコンプライアンス研修については、当初、管理職職員のみを対象とした管理者研修として予定して

いたものですが、局職員が官製談合防止法違反などの容疑で逮捕・起訴されたことを受け、不祥事の再発

を防止するため、緊急的に受講対象を全職員に拡充して実施したものです。研修の実施にあたっては、実

施会場を 3会場とし、合計で 10 日間、20 回開催するなど実施方法を工夫することで、全職員のうち約 94％

が受講することができました。さらに、受講できなかった職員については職場内研修を行いました。 

なお、達成実績の集計においては、当初、管理者研修として開催する予定であったことから、コンプラ

イアンス研修受講者のうち、管理職職員の人数（80 人）を含めて集計しました。 

外部研修については、51 講座、186 人が参加しました。 

ＯＪＴを新規採用者等を対象として実施し、9 所属において、35 人に実施し、浄水作業や料金徴収等に

関する技術・ノウハウの継承に積極的に取り組みました。 



平成 26 年度  基本目標 5－主要施策(8)人材の確保と育成 

主要施策(8)-3 

Ⅱ 施策の成果 

成果指標 

①新規職員確保率（他部局との人事交流増減分を含む新規職員数 

／職員数） 

②ア）研修理解度（研修直後に、どの程度理解できたかを、アンケー

ト調査によって確認） 

イ）研修実践度（年度末に、研修により行動の変化があったかを

アンケート調査によって確認） 

内部評価 

ａ：成果が出ている 

ｂ：概ね成果が出ている 

ｃ：成果が小さい 

ｄ：成果が出ていない 
成果目標 

①６．０％ 

②ア）１００％、イ）７７％ 

成果実績 
①８．３％（７３／８８０人） 

②ア）９７％、イ）７１％ 前年度評価 ｂ 

（評価結果の説明・分析） 

① 職員の大量退職が続くなか職員の確保に努め、新規採用職員 69 名に加えて、他部局との人事交流により    

合わせて 73 名を確保し、成果目標を超える実績となりました。また、年齢バランスの改善も図ることができ

ました。 

② 研修理解度については目標に届きませんでしたが、事例が多く、内容が具体的で分かりやすかったなどとい

った意見が多く、昨年度より 6ポイント増加しました。 

研修実践度については、目標を 6ポイント下回りましたが、研修後の行動に変化がないと回答した職員の理

由を見てみると、「研修前から意識・実践していたため」との回答が多数を占めていることから、行動の変化

はなかったものの、技術や知識の再確認につながったものと考えています。 
 
Ⅲ 達成状況及び成果を踏まえた今後の進め方（施策の方向性） 

・各取組の進め方 

取組①計画的な人材確保 

（継続：引き続き、安全で良質なおいしい水を将来にわたってお客様に供給して

いくため、責任ある事業執行体制の確保に十分配慮しながら民間委託 

拡大の可能性を検討するとともに、事業運営に必要な職員数を見極めて

いきます。その上で、人材確保のため、県内外の学校等への訪問・周知

や転職サイトの活用等、積極的な採用活動を行い、民間企業経験者も含

めた新規採用等を進めていきます。)  
取組②職員の育成と能力開発 

（継続：今後の研修の実施にあたっては、事例を多くする、またケーススタディ

を設けるなど、より多くの職員が理解・実践しやすいものとなるよう引

き続き工夫に努めるとともに、ＯＪＴ基本計画による組織的なＯＪＴに

継続して取り組んでいきます。 

なお、全職員を受講対象とするコンプライアンス研修を引き続き実施し

ます。 

・施策の方向性 

人材面からの経営基盤の強化を図るため、人材の確保については、事業執行体制

の確保に十分配慮しながら必要な人材を積極的な採用活動等により確保しま

す。また、人材の育成においては、引き続き、職層ごとの研修やＯＪＴを実施し、

職員の意見等を踏まえながら、より効果的な研修となるよう工夫をして、取り組ん

でいきます。 

内部評価 

ａ：継続 
ｂ：一部見直して継続 
ｃ：休止・廃止 

前年度評価 ａ 

 

内部評価機関 

(経営戦略会議)

における評価 

（総合的な意見等） 

 自己評価を妥当と認める 

（特記事項） 

なし 

 


